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A

D

A

B

内部要因

達　成　状　況　分　析　（上段：指標に基づくもの　下段：指標以外のもの）

農産物の付加価値を上げ、競争力を強化するため、農地の集積・集約化のほか、ス
マート農業の導入など技術革新により農業者の生産性・収益性の向上を支援しま
す。また、新規林業従事者及び次世代の後継者の育成に取り組みます。さらに、農
畜産物の販路拡大、農商工連携など農業所得の向上に取り組みます。

成果
指標

農地集約化検討会の立ち上げを支援し、集積への機
運が高まった。

以前より集約化検討会で集積について周知、支援を
行ってきたが、農業者に内容が浸透し集約が進んだ。

市内でもスマート農機を導入する経営体が増え、関心
が高まった。

農地転用により農地が減少した。
高齢化により、農業者が不足している。

木材流通促進事業を継続して行っている。

評
価
項
目

A

B

C

D

北上市総合計画 2021～2030　令和６年度基本施策事後評価シート　（評価対象期間：令和５年度）

4.イノベーションチャレンジプロジェクト

№

●

順調

・今後の良質な素材の出荷に向け、間伐・下刈等の森
林整備を行った。
・安定した生産、出荷に向け、販売先の多様化に取り
組んでいる。

・花巻農協において各部会の取組が出荷増につな
がった。
・さといも、ねぎ、たまねぎ、トマト、ピーマン、いちご、
りんごが令和3年度よりも産出額が増加した。

農林
部

プロ
ジェ
クト

達成状況
評　　　価

4.力強い地域経済の創出

4-2.農林業の競争力強化

推進方針

規模拡大を図る生産者が、高性能な機械の
導入や共同利用施設の整備及び基盤整備な
どにより低コストで効率的な生産体制を構
築する取組を支援するとともに、高収益化
を図るため農地中間管理機構等を活用した
更なる農地の利用集積に取り組む。
　地域内農地の将来を見据え、地域での話し
合いにより策定する「地域農業マスタープラ
ン（地域計画）」の目標達成に向けて農業委
員会や農業支援センターをはじめとする関
係機関と連携して取り組みを推進する。

地域への基盤整備事業の制度説明会の開催
などにより、農家の負担額軽減のしくみや基
盤整備事業による生産効率の向上などの理
解を促進するほか、地域が抱える課題を抽
出し、課題解決に向けた話し合い、地籍調査
の実施など、基盤整備（ほ場整備）事業の推
進に意欲的に取り組む地域を支援する。

農畜産物の生産性や農作業時間の効率性を
高めるため、ＩＣＴ技術などの先端技術を取
り入れたスマート農業機械等の導入を支援
して、農業収益の向上を図る。
　二子さといもやアスパラガスをはじめとし
た園芸野菜やきたかみ牛など市内の農畜産
物の生産拡大や品質向上に向けた取組を進
め、併せて低コスト化による収益性の向上を
図る。
　農業経営の安定化などを図るため、農業
支援センターで、引き続き農業技術の助言
や就農、経営の相談を受けるほか、経営状況
の確認のため各農家に出向いて支援を行
う。
　北上産農産物の消費拡大を図るため、地
産地消による取り組みを進め、市内での流
通量を拡大させる。

4

⑤

⑥

達成状況（対象：R5）
　（上段：指標に基づくもの　下段：指標以外のもの）

農業の中心経営体への農地集積率は、67.4６％であり、
期待値を上回っている。

・国、県が実施する機械・施設の導入補助金活用経営体数
は、5経営体となっている。
（国庫補助は強い農業・担い手づくり3経営体、県補助は
マスタープラン実践支援2経営体である。）

基盤整備（圃場整備）事業準備団体数は、１地区(50%）
であり、期待値を下回っている。
３地区が圃場整備事業の実施の検討を行い、市は事業制
度についての助言等を行った。

・ねぎやたまねぎ、りんごなどの産出額が前年より増えた
ため野菜及び果樹全体の算出額が回復した。
・豚の産出額が増加し畜産全体の販売額が増加した。（令
和４年度実績）

生産効率の向上やコスト低減を図るため15件の先端技
術導入支援補助金を交付した。

多面的機能支払交付金及び中山間地域等直接支払制度
の交付対象面積は720,398a　（95%）であり、期待値
及び前年比がやや下回っている。

●

①

多面的機能支払交付金制度及び中山間地域
等直接支払交付金制度を推進することによ
り、水路や農道等の維持や機能向上、補修や
改良などの地域共同活動を支援し、地域全
体の農地等の適切な維持管理を促し、農業
が有する多面的機能の維持を実現する。

木材市況が悪かったため、主たる出荷先において素
材の受入れ制限が行われた。

A
市内でもスマート農機を導入する経営体が増え、関心
が高まった。

兼業農家も含めた支援のため、機械の共同購入費補助
（４件）及び先進技術を応用した機械等の導入補助（15
件）を行った。
・共同購入（令和3年度→３件、令和4年度→１件、令和５
年度→４件）
・先端技術（令和3年度→８件、令和4年度→８件、令和５
年度→15件）

未設定

B

農業者や関係機関が集まる場において積極的に事業
周知を行ったことから、活用件数の増化につながっ
た。

認定農業者や中心経営体といった担い手だ
けではなく、兼業農家も含めて地域農業を
支える必要があることから、農業を継続す
る兼業農家等への支援を行う。

◇継続して説明会を実施することで、制度の周知を図る。

◇事業を継続することで、安定した供給体制の確立を支援する。

◇引き続き、国、県をはじめ市の各種補助金（重点振興作物強化事
業、園芸産地拡大支援事業、先端技術機器等導入支援事業等）の活
用を促し農業経営の安定化を図る。

6
農林
部

兼業農家
等が農業
を継続す
るための
支援

・園芸産地ブランド推進事業として野菜、花き及び果
樹の栽培に係る資材等に補助金を交付し、栽培面積
の拡大を支援した。
・東北農政局の推計による野菜の販売額は令和３年
度より8,000万円増えており、回復の兆しが見える。

・令和３年度から生産効率の向上やコスト低減を図る
ため機器導入経費を支援した。
・農業支援センターと連携し、日常的に情報を共有し
た

工業団地の新たな整備等により農地が減少した。

・私有林からの素材生産量は、出荷材積が2,933㎥
(47％)であり、目標値を下回っている。
・私有林からの素材生産量の増加を図るため、10件の木
材流通促進事業補助金を交付した。

間伐17.47ｈa、下刈65,17haの森林整備を行った。

森林経営管理制度を推進することにより森
林の施業集約化を促し、意欲と能力ある林
業経営体の支援を通じて木材産業実需者へ
の安定的な木材供給と市内森林の整備を実
現する。

担当
部等

基本方針

基本施策

関連するプロジェクト

5

農林
部

農業の多
面的機能
の維持

1

農林
部

●

森林整備
と森林資
源活用の
促進

農畜産物
の生産性
及び品質
の向上

効率的な
生産体制
の構築

2
農林
部

農業基盤
整備によ
る効率的
な生産体
制の確立

3
農林
部

R6事後総合評価

B 8

外部要因

離農者が発生した時には地域の中心経営体が担うこ
とにより、集積率が上がった。

農地所有者の高齢化により自作から担い手への賃借が
増加した。

圃場整備事業の実施の検討にあたって高齢化や後継
ぎ不在などの課題があり、1地区以外では準備団体
設立には至っていない。

概ね順調

やや遅れている

遅れている

②

③④

今後の方向性
（◇：R6に着手予定・着手済み

◆：R7以降の着手を検討）

◇各地区が主体となり、農地の利用集積について話し合っていく。

◇地域に対しサポートを継続して実施する。

◇引き続き、国、県をはじめ市の各種補助金（重点振興作物強化事
業、園芸産地拡大支援事業、先端技術機器等導入支援事業等）の活
用を促し、農業経営の安定化を図る。

（B）

（A）

（B）

（A）

（A）

※達成状況評価欄の（ ）内については昨年度の評価結果です。

（A）
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② 指標の説明

（現状値）
単位

指　   標

R7

1

1実績値

期待値
※R7は目標値

64.58

R7R5 R6

備　考

R3

凡例

県営調査地区採択前のほ場整備事
業促進協議会等、地域で組織され
た団体数。

R4 R5 R6

2 2 3

1 1 1

1

R1
R2

指　   標 ① 指標の説明

61.55 63.1

担当部等

農林部 農林部

担当部等

期待値
※R7は目標値

25.57

指　   標 ⑨ 指標の説明

R1
R2単位

実績値

（現状値）

私有林からの素材生
産量

備　考

備　考

R7

（現状値）

指　   標 ⑫ 指標の説明

期待値
※R7は目標値

6,433

指　   標 ⑥

㎥

実績値 5,533

備　考

2

単位R5 R6

億円

実績値1

3

R4

754,167

R2 R3 R4 R5 R6

R3 R4 R5 R6 R7

備　考

指　   標 ⑮ 指標の説明

単位
R1

実績値

R7

期待値
※R7は目標値

実績値

単位
R1

R2 R3 R4 R5 R6 R7
（現状値）

7,586 7,236 2,933

期待値
※R7は目標値

5,533 5,718 5,902 6,4566,087 6,271

R1

私有林から生産された木材を出荷
した材積の集計。

未公表

期待値
※R7は目標値

指標の説明

26.26 26.43

R5

R2 R3 R4 R5
（現状値）

R7

備　考

R6

6,640

R1
R2 R3

農業の中心経営体
への農地集積率

中心経営体(地域における農業において
中心的な役割を果たすことが見込まれ
る農業者)へ集積された農地面積の割
合

基盤整備（圃場整備）事
業準備団体数

R4 R5
（現状値）

24.20 25.0027.30

25.92 26.0925.40

25.40

（現状値）

指　   標

単位
R1

R2 R3 R4

65.43

％

実績値

備　考

期待値
※R7は目標値

61.55 62.13 62.70

⑤ 指標の説明

畜産物の販売額
東北農政局で公表している市町村
別の推計
※１年遅れで公表される

多面的・中山間の取
組み面積

多面的機能支払交付金及び中山間
地域等直接支払制度の交付対象と
した面積。

団体63.28 63.85

67.46

65.0064.43

指　   標 ④ 指標の説明

（現状値）
単位

R1
R2 R3R3 R4 R5 R6 R7

21.90 25.20

単位
R1

R2

億円

（現状値）

754,112 754,084期待値
※R7は目標値

21.80 21.95 22.10 22.25 a

実績値 754,249 748,874

期待値
※R7は目標値

754,249 754,222

23.70

R5 備　考備　考

実績値 21.80

⑧指標の説明 指　   標

22.39 22.54 22.69

未公表

実績値

期待値
※R7は目標値

備　考

R5R3R3 R4 R5 R6 R7

指標の説明 指　   標 ⑪ 指標の説明

R7
（現状値） （現状値）

R6単位
R1

R2単位
R1

R2 R4

実績値 実績値

備　考備　考

期待値
※R7は目標値

実績値

期待値
※R7は目標値

R7R5 R6R4R3R4 R5 R6 R7

備　考

単位
R1

実績値

指　   標 ⑩

期待値
※R7は目標値

備　考

R1

期待値
※R7は目標値

単位
R1

R2
（現状値）

R3

実績値

（現状値）

指　   標 ⑭ 指標の説明

R2

期待値
※R7は目標値

野菜（いも類、果樹等含
む）の販売額

東北農政局で公表している市町村
別の推計
※１年遅れで公表される

R6 R7

指標の説明

25.74

指　   標 ③

単位

R7

農林部

担当部等

農林部

担当部等 担当部等

農林部

担当部等

農林部

717,881

754,194

725,067 720,398

754,139

R4 R5 R6R2

指　   標 ⑦

担当部等 単位R3 R4 R5 R6 R7 R3
（現状値） （現状値）

単位

指標の説明

R1
R2

担当部等 担当部等 担当部等

担当部等 担当部等

担当部等 担当部等 担当部等

指　   標 ⑬ 指標の説明

備　考

55

60

65

70

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

0

2

4

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

22

24

26

28

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

20

22

24

26

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7
700,000

720,000

740,000

760,000

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

2,000

4,000

6,000

8,000

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7


